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令和５年度第２回天草市総合教育会議 会議録 

 

１ 期 日 令和５年１１月１４日（火）午後２時開会 

２ 場 所 天草市役所本庁３階 第一委員会室 

３ 出席した委員等 

市    長  馬 場 昭 治    教 育 長  石 井 二三男 

委    員  木 下 えり子    委    員  吉 森 啓 司  

委    員  池 崎 教 授    委    員  平 道 千 春 

４ 欠席した委員等 

委    員  行 合 八恵子 

５ 出席した職員  

教 育 部 長  平 野 貢 司    教育総務課長  本 多 俊 隆 

学校教育課長  赤 星 潤 一    生涯学習課長  岡 田   恵 

学校給食課長  緒 方 勇 人    学校教育課審議員  堀 田 美 穂 

教育総務課課長補佐  伊野上 乾 悟    学校教育課課長補佐  松 本 祥 司 

教育総務課総務企画係長  松 下 美 紀    教育総務課施設係長  正 村 謙 一 

学校教育課教務係長  盛 田 達 矢    学校給食課管理係長  袋 田 一 貴 

学校教育課本渡北幼稚園長  宮 本 美 香    学校教育課亀場幼稚園長  米 田 舞 子 

学校教育課主査  塚 田 絵 里    学校教育課本渡南幼稚園参事  浦 中 清 香 

６ 議題 

（１）小・中学校及び公立幼稚園の今後の在り方について 

①小・中学校アンケートの結果について 

②公立幼稚園の方針について 

（２）令和６年度の主な取組みについて 

７ 報告事項 

（１）不登校・いじめ問題等の状況について 

８ 会議の概要 

（１）開会 

開会にあたり、事務局より、傍聴者の報告を行った。 

（２）市長あいさつ 

馬場市長より、委員に対し、日頃から本市、教育行政推進への協力に対するお礼と、総合計画

に基づいた来年度の取組み及び小中学校、公立幼稚園の今後の在り方について、忌憚のない意見

を述べていただきたいと求めがあった。 

（３）協議事項（発言要旨） 

 （１）小・中学校及び公立幼稚園の今後の在り方について 
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①小・中学校アンケートの結果について 

（教育総務課から、資料に基づきアンケート結果について説明） 

馬 場 市 長 ： 教育委員の皆さんからご意見を伺いたい。 

吉 森 委 員 ： アンケート調査の重要性を改めて感じた。各学校において色々な考えがあり、違い

があることを痛感した。アンケートには色々な設問がある中で、いじめ問題につい

ては、あえて触れなかったのか。もしくは、アンケートの答えの中に、いじめという

言葉が保護者から出てきたのか。 

教育総務課長 ： 今回のアンケートにつきましては、今後のあり方として大きくアンケートを取らせ

ていただいた。いじめということをクローズアップするような形としては行ってい

ない。 

木 下 委 員 ： アンケート結果から、小学校の統合については、ほとんどの保護者が単独を望んで

いることがわかる。しかし、中学校の統合については統合を望む保護者が少し多く

なっている。理由として、中学校は現在、単独で部活動が成り立たない状況というこ

と。また、子供たちの進路を考えると、これからの社会で生きていくために多くの人

と関わり、切磋琢磨しながら生きる力を身に着けてほしいという保護者の思いが感

じられた。以前、中学校は天草市に２６校あったが、学校規模適正化により現在は半

分の１３校になっている。今、町は１小１中になったところが大部分だが、これから

の統合は、今までと違って町を跨いでの統合になる。町に中学校のないところも出

てくるし、生徒の通学時間や距離が長くなる問題も考えられる。地域によっては絶

対に統合を希望しないところもあるので、段階的で弾力的な統合を考えていかなく

てはいけない思う。まずは地域の理解、保護者の理解を得られるところから少しず

つ進めていった方がいいのではないか。 

池 崎 委 員 ： アンケート結果では過半数には届いていないが、牛深地区の小中学校の統合も考え

ている保護者がおられる。部活動のことや多人数での切磋琢磨することが、保護者

としても必要であると考えていることが大きいと思う。ただ、通学時間や距離のこ

と、やはり小学校がなくなると、集まる場所や行事もなくなり寂しくなるという声

も聞く。子供たちにとって一番いい形になるよう、今後、考えていかなければならな

い。 

馬 場 市 長 ： 牛深や倉岳・新和地区で統合についての意見もあるが、子供たちや保護者にとって

何が一番、大事なのかを考えていかなくてはいけない。地域が寂しくなる意見は必

ず出てくる問題だと思う。 

アンケート結果をもとにして教育委員会でも検討を重ねていきたいと思う。 

改めて意見をお聞きすることがあると思う。 

②公立幼稚園の方針について 

（教育総務課長より資料に沿って説明） 
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馬 場 市 長 ： 教育委員の皆さんからご意見を伺いたい。 

木 下 委 員 ： 幼稚園の在り方については、これまでも何回も話し合いを重ねて、保護者への説明 

もされている。幼稚園は集団の遊びの中で基本的生活習慣を学び、生きる力を育む 

所。園児の減少で集団の機能が果たせなくなり、段階的に幼稚園を減らしていくの 

は妥当であると思っている。手厚い幼児教育をするためにも職員の確保が必要なの 

で、園数を減らすことにより安定した職員の確保ができる。幼稚園は園児、保護者 

両方において就学前教育の重要な役割を担っているので、再編をすることにより、 

天草市内の幼児教育センター的な役割を果たしてほしい。 

吉 森 委 員 ： 賛成である。統合する場合は保護者の不安をいかに取り除くか、通園の利便性、安 

全性を考えて、小さな意見も聞き逃さず、不安を取り除くことが一番大事ではない 

かと思う。素晴らしい幼稚園になることを期待している。 

馬 場 市 長 ： 幼稚園の在り方については、ずいぶん議論をしてきて、５０人しかいない状況で人

的資源を集中して、教育の研究研修をしていきながら、素晴らしい園にするという

決断をさせていただいた。 

教育総務課長 ： 本日、南幼稚園からも職員が出席しているので、在園児に対する今の取り組み状況

を説明していただく。 

本渡南幼稚園参事 ： 休園に対する不安解消のために、保護者には北幼稚園との交流を楽しんでいる様子

を伝え、安心してもらっている。２月の一日体験入園や３月の保護者会にも参加で

きるよう北幼稚園とも計画を共有している。また、転入に対しての不安がないか都

度、個別にも対応している。職員間の園児の引き継ぎについては３月末に予定して

いる。在園児４名は北幼稚園へ転入予定なので、２～３学期にかけて、北幼稚園との

園児交流を計５回計画しており、本日も３回目の交流を行ったところである。 

毎回、楽しく触れ合うことができている。 

教育総務課長 ： 在園児４名は北幼稚園への転入予定であり、今後、亀場幼稚園については、市内の幼 

稚園、保育園など色々な選択肢があるので、保護者の希望を聞きながら丁寧な対応

を行っていく。  

馬 場 市 長 ： 亀場幼稚園の説明会後、報告受けたが、亀場幼稚園は環境も良い、保護者や園児間の 

コミュニティもとても素晴らしいので、休園することは凄く寂しい。何かしらの形 

で残してほしいという意見もあったので、その辺りも踏まえて、今後、考えていかな 

ければならないと思う。 

池 崎 委 員 ： ３園を１園にし、今後、就学前・幼児教育の推進ということで幼児教育センターの 

役割を果たしていきたいとあるが、世間では幼児期の虐待や障害など小さな子供を

育てている家庭では、いろいろ心配されることもあると思う。公立幼稚園としての

色々な発信を、園に通う通わないではなく、市としての発信を要望する。 

教育総務課長 ： 新しい幼稚園が幼児教育センターに成るわけではないが、幼児教育についてどのよ 
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うな形で発信していくか検討中である。今後もご意見を求めていきたい。 

木 下 委 員 ： 亀川小学校訪問時に、校長から入学時、子供たちに落ち着きがないことが課題と伺 

った。公立幼稚園が幼児教育センター的な役割を担っているので、幼稚園を中心と 

した保育園との連携で、基本的生活習慣の育成等を図っていただきたい。 

平 道 委 員 ： 幼児教育センターの役割として保育園との連携は良いことと思う。多様性・多様化

している子育ての現状を考えると、延長保育も望まれていると思う。今からの子供

たちにとって良い教育の場になればと心から願っている。 

馬 場 市 長 ： 公立幼稚園については、再編を行うこととするのでよろしくお願いしたい。 

色々なご意見があったので、それも含めて庁内関係部署を含めて協議を進めていた

だきたい。 

（２）令和６年度の主な取組みについて 

 （教育総務課、学校教育課、生涯学習課、学校給食課から、資料に基づき令和６年度の主な取り

組みについて説明） 

馬 場 市 長 ： 教育委員の皆さんのご意見を伺いたい。（教育総務課の取組みから順に） 

木 下 委 員 ： 小中学校の体育館の空調設備の設置は大変うれしく思う。予算はかかると思うが、

体育館は災害時の避難所となるので、空調設備はこれから必要になるのではないか

と考える。 

馬 場 市 長 ： （空調設備の設置については）一度にできることではないが、国の補助などを活用

しながら進めていきたい。 

（学校規模適正化等検討委員会を設置する件については）アンケート結果を踏まえ

て、検討を進めて行きたい。 

吉 森 委 員 ： ＩＣＴ整備事業については、県内でも先端を進んでいるのではないかと感心してい

る。まるぐランドについては家庭学習でも大いに役に立つと思うし、先生方の指導

についても役に立つものだと思う。学習指導補助教員の不足も、これで補えるので

はないかと思っている。また、宿題などもタブレットを活用すれば、子供一人ひとり

に対して気配りができるのではないかと思う。大変、期待している。  

馬 場 市 長 ： 子供たちの習熟度に合わせて教材が課題を出してくれるということなので、どのよ

うになるか楽しみしている。 

木下委員 

 

 

 

 

 

 

： 総合的な学習で、体験学習の拡充はうれしく思う。子供たちに豊かな人間性とたく

ましい体を育むために、対外活動の体験学習の拡充は大変良いことだと思う。 

今、運動している子供、していない子供の格差がある。運動量にしても、体験活動に

しても大変少ない子供たちがいるので、学校教育でこのように推進していくのは大

変良いことだと思う。また、学習指導補助教員（教育活動支援員）の増員は、学校か

らの要望の人数には足りていないが、少しずつ増やしていっていただくと学校現場

も大変助かると思う。 
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馬 場 市 長 ： 体験学習の島づくりをやっていこうと進めてきたが、１１月２４日に天草小・中学

校で発表会がある。ぜひ、みなさんも来ていただきたい。 

池崎委員 ： 全学調の試験前に過去問をさせている県があると報道もあったが、あまり過度に評

価しすぎるのもどうかと思う。どのくらい学習が進んでいるのかも必要ではあるが、

全学調に執着せず、習熟度をみていくべきなのではないか。 

石井教育長 ： 問題になっていた、過去問の活用について全くダメということではなく、試験の１

週間前などに重点的にやることはいけないと思う。授業の中で過去問などを活用し

ていくことは必要だと教育委員会でも指導している。どうしても結果で一喜一憂し

てしまいがちだが、あくまで一つのデータであって、これが全てではないと思って

いる。 

木 下 委 員 ： 土曜日に御所浦の祭りに行ってきた。小中学校の校長はじめ先生方が祭りに参加さ

れていて、地域のために一生懸命、全力で取り組んでおられた。中学校の校長から

は、「今は色々な大変な子供がいて、全学調はあまりいい結果ではないが、子供たち

が生き生きと生活をして、学校が楽しいと言ってくれる、地域行事に参加してくれ

ることが大事。」だと言われていた。 

教育長が言われたように、一喜一憂せずに、子供たちが楽しく学校に行けるという

ことが、幸せなことかなと思った。 

馬 場 市 長 ： 全学調は何のためにやるのか思う。天草市は、その結果を求めているのではなく、子

供たちが伸び伸びと生きる力を育むような教育を行っていきたい。 

平 道 委 員 ： 青少年健全育成事業は、とても素晴らしい事業だと思う。 

読書活動推進事業については、デジタル化で利用者が増えるのではないかと思う。 

地産地消学校給食推進事業については、天草の旬の美味しい食材を子供たちが食す

機会が増えることは良いことだと思う。 

馬 場 市 長 ： 電子図書の整備には費用がかかるが、地産地消学校給食推進事業も含めて、子供た

ちのために、しっかりと進めて行きたいと思う。 

池 崎 委 員 ： 今年は夏が暑くて大変だったと思うが、給食センターの温度管理は、どのように工

夫されたのか？ 

学校給食課長 ： ６つの給食センターがあって本渡・牛深・栖本は空調設備があるが、その他のところ

は空調が入っておらず、スポットクーラーで対応をした。 

次年度は、空調設備（小さいクーラー）の導入を検討している。 

馬 場 市 長 ： 学校給食を作っていく上でも環境整備は大事なことなので、しっかり対応していこ

うと思う。 

平 道 委 員 ： 体育館の空調設備は、大会などを誘致する上でＰＲになると思う。 

デジタル化（電子図書）は大変、予算が掛かるということだが、忙しい子育て世代や

高齢者、ＩＣＴを活用される世代、どの世代でも学びの場になり、今回のコロナ禍で
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も外に出なくても、手元で学べるのでデジタル化は助かると思う。 

生涯学習課長 ： 普通の書籍より倍かかるが、デジタル交付金を活用し初期導入したい。県内でも６

市が対応しており、デジタル化することで、子育て世代の音読や障がい者の方にも

聞く本など活用が広がり、学校では教育用タブレットが配布されているので、電子

図書館の利用ができることで、学校でも利用できるように進めている。 

（４）報告事項 

（１）不登校・いじめ問題等の状況について 

  （学校教育課から、資料により市内不登校及びいじめの状況等について報告） 

   年２回実施（６月・１１月）の６月実施分の調査結果の分析と考察 

馬 場 市 長 ： 委員の皆さんから意見をお願いしたい。 

木 下 委 員 ： 亀川小学校の訪問の際、不登校児（２名）について、校長先生が話されていたのが、

家庭が大変厳しい環境である。まず、家が片付いていない、遅くまでスマホ使用して

いる、訪問しても家に入れてもらえないので、学校としても困っているという話だ

った。 

本渡中学校でも、連絡なしの欠席や遅刻がある、２．３年生は教室ではなく相談室に

来る子が増えている。担当の先生によれば、家庭では学校に行ってくれれば良いと

言う認識で、教室に入りなさい。という、あと一歩の後押しがない。不登校には色々

な原因があるが、保護者への対応も難しい一面があると思う。 

馬 場 市 長 ： 家庭の教育力が年々下がっているのかなと感じてしまう。 

石井教育長 ： 不登校は数年前までは減ってきていたが、自殺など起こるのであれば無理して学校

に行かなくも良いという話になり、さらにコロナ禍で学校に行かない状況が重なり、

全国的に何万人と増えている。一方では学校には行かなくても良い。学校は少しで

も「背中を押して」と思って取組んでいるが、そこにジレンマが生じている。学校と

しては難しい時代である。 

校長会の中で、帰宅後の時間をどう使っているのか話題になったが、ご飯を食べて、

ゲーム等をしたら寝ているということだった。これでは勉強する時間がない。学校

だけの問題ではないので、ＰＴＡ挙げてどうしたらよいか考える必要がある。 

馬 場 市 長 ： 学校に行かなくても良いということに世間がなっていくと、将来的に恐ろしいこと

かと。子供たちが、しっかりと学校に来れるような環境づくりを頑張っていただき

たい。子供たちは手を離すと、すぐ離れて行ってしまい戻れなくなる。最後は絆の紐

を握っておく必要があるので、ＰＴＡとの意見交換が大切である。 

このアンケート結果の数字には、フリースクールに通っている子も含まれるのか。 

学校教育課課長補佐 ：フリースクールに通っている子も学校に行っていない児童生徒として含まれている。 

石井教育長 ：十数名ほどいると思われるが、一人ひとり支援にはどこが関わっているのか等を確認 

       している。天草町の方には１人行っている。 
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（５）その他 

吉 森 委 員 ： 社会体育で柔道指導をしているが、コロナ禍になり、保護者との対話がなくなり、 

意思疎通がうまくいかなくなったと思った。ＩＣＴの時代ではあるが、やはり直接、

顔と顔を合わせて話し、練習だけではなく、子供たちが喜ぶイベントをすることで

子供たち、保護者間との繋がりを広げることも大事なことだと思う。 

馬 場 市 長 ： 体験学習の島づくり事業を拡げていくが、この事業は各支所や地域の方々と繋がっ

ていかなければ、子供たちと学校だけで出来るものではない。地域の方々との交流

を通して様々な体験をし、家族以外の関わりが増えると生きる力や人間力が培われ

るのではないかと思い、この事業に取り組んでいきたいと思う。地域の方にもお願

いし、子供たちと関わっていただきたい。そして、今後、小中学校の再編においても

地域を守ることにつながる。地域力を高め、高齢者にも元気であってほしい。天草の

活気を取り戻していく。 

生涯学習課長 ： 平成３０年度からスタートした地域学校協働活動を市政だより１２月１日号で特集

を掲載する。まだまだこの活動は知られていないので、この機会に多くの市民の方々

に広く知っていただけたらと思う。 

馬 場 市 長 ： 市民の皆様に、このような活動を浸透させていき、天草で子育てをしたい人が増え

るといいと思う。 

（５）閉会 

市長の宣告により閉会する。 


